ふッと 恐ろしくなる， j とさえ ある。 云い 伝えに よると、 

つじ かど こみち 

街の 辻 角 や 林の 小径で 魔物に 逢う の も、 この 黄昏れ 時 

だとい われる。 

このと き 公園の 小径に、 一人の 怪しい 行人が 現れた。 

怪しい といった の は その 風体で はない。 彼はキ チンと 

した 背広 服 を 身に つけ、 型の いい 中折帽子 を 被り、 細 

身の 洋杖を 握って いた。 どう みても、 寸分の 隙の ない 

ふうさ い 

風采で、 なんとなく 貴族 出の 人の ように 思われる の 

だった。 しかし、 その上 品な 風采に 似ず その 青年 はま 

るで 落 付きがなかった。 二三 歩い つて は キヨ 口 キヨ 口 

前後 を 見廻 わし、 また 二三 歩い つて は 耳 を 傾け、 それ 



すと は 何 ごとで あるか。 まるで 獣の ような 殺し 方で 

じゅうじん しゅ つぼつ 

ある。 大都会の 真中に こんな 恐ろしい 獣 人が 出没す 

ると は 有り得る ことだろう か。 一郎 は 自分の 眼 を 疑つ 

た。 

「憎い 奴、 非道い 奴 こんなむ ごたら しい 殺し 方 

をした の は、 何処の 何者 だッ」 

このと き 一郎 は、 さっき 聞く ともなし に 聞いた 口笛 

のこと を 思い出した。 その 口笛が 弟の 惨殺 事件に なに 

か 関係の あるだろう という こと は、 もっと 早く 思い 浮 

ベなければ ならなかった の だけれ ど、 彼 は あまりに 悲 

しい 場面に 直面して、 ちょっと 忘れて いたのであろう _ 



その 幅広の 肩の 上に は、 めりこんだ ような 巨大な 首が 

よもぎ あかぐろ 

載って いた。 頭髪 は 蓬の ように 乱れ、 顔の 色 は赭黒 

かった。 しかしな によりも 一郎の 魂 を 奪った もの は、 

その 男の 赭顔の 半面に チラと 見えた 恐ろしく 大きな 痣 

であった。 

「待て I -」 

一郎 は 相手 を 見て とる と、 勇敢に 突進して いった。 

痣の ある 男 は ヒラリ と 身体 を かわして 逃げ だした。 

「オイ、 待たない か —— 」 

その 怪人 は、 はたして 弟 四郎を 殺した 彼の 恐るべき 

吸血鬼で あるの かどう か ハツ キリ 分らない。 しかし 折 



と躍リ だして はみ たが、 そこに は 思い も よらず 



「ァレ —ッ」 

という 若い 女の 悲鳴が あった。 

「おお、 貴女 は …… 」 

一郎 は あまりの 意外に、 棒の ように 突立った まま、 

言葉 も 頓には 出なかった。 意外と も 意外、 その 芝草の 

上に 立って いたの は 誰あろう、 いま 都下 第一の 人気 も 

の、 竜宮 劇場の プリ. マドンナ、 赤 星 ジュリア その 人 

だった からで ある。 



かった そうです ね」 

「莫迦！」 課長 は 記者の 見え透いた 出 鳕目を 簡単に 

やつ つけた。 

「犯人 は、 被害者の 実兄 だと 称して いる 西 一 郎 (二 六) 

なのでしょう」 

「今のところ そんな こと はない よ」 

「西 一 郎の 住所 は？」 

「被害者と 同じ 家だろう？」 

「冗談い つち やい けません よ、 課長さん。 被害者 は 

げしゅくず ま い 

下宿 住居 をして いるので すよ。 本庁 は なぜ 西 一郎の こ 

と を 特別に 保護す るので すか」 



五六 ケ所 ほど 補助の 卓子 や 椅子 を 出した が、 これ も 

たち ま 

忽 ち ふさが つ てし ま つ た。 

酒盃 のカチ 合う 音、 酔いの まわった 紳士の 胴間声、 

けんそう まじ 

それに ジャズの 喧噪な 楽の 音が 交 りた だもう 頭の 中が 

ワンワンい うのであった。 

この 喧噪の 中に、 室の 一隅の 卓子 を 占領して いたの 

は大 江山 捜査 課長 を はじめ、 手練の 部下の 一 団に、 そ 

れに 特別に 雁金 検事 も 加わって いた。 いずれも 制服 や 

しょう. しゃ くら 

帯剣 を 捨てて、 瀟洒た る 服装に 客た ちの 目 を 眩 まし 

ていた。 なお 本庁き つての 剛力 刑事が、 あっちの 壁ぎ 

わ、 こっちの 柱の 陰な どに、 給仕 や 酔 客 や 掃除人に 変 



装して、 蟻 も 洩らさぬ 警戒 をつ づけて いた。 かれ 等 一 

行の 待ち かまえて いるもの は、 奇怪なる 挑戦状の 主、 

痣 蟹 仙 斎の 出現だった。 痣 蟹 はいず こから 現れて、 何 

をしょう とする のであろう か。 

ところが その 夜の 客た ち は、 検察官 一行と は 違い、 

また 別な もの を 待ち かまえて いた。 それ は 今夜 十 時 四 

十分 ごろに、 この キヤ バレ— に 特別 出演す る 竜宮 劇場 

の プリ. マドンナ、 赤 星 ジュリア を 観たい ためだった。 

ジュリアの 舞踊と 独唱と が、 こんなに 客 を 吸いよ せた 

のであった。 

夜 はし だいに 更けた。 屋外 を 行く 散歩 者の 姿 もめつ 



きり 疎らと なり、 キヤ バレ— の 中で は 酔いの まわった 

客の 吐き出す 声が だんだん 高くな つてい つた。 時計 は 

丁度 十 時 四十 五分、 支配人が 奥からで てきて ジャズ 音 

楽団の 楽長に 合図 をす ると、 柔 かい ブル— スの 曲が 突 

然 トラ ンぺ ットの 勇ましい 響に 破られ、 軽快な 行進曲 

に 変った。 素 破 こそと いうので、 客席から 割れる よう 

あか リ 

な 拍手が 起った。 客席の 灯火が やや 暗くな り、 それと 

えんすい 

代って 天井から 強烈な スポット • ライトが 美しい 円錐 

を 描きながら 降って 来た。 

「うわ ー ッ、 赤 星 ジュリア だ！」 

「われらの プリ. マドンナ、 ジュリア のために 乾杯 



(なに かこれ は 大事 件 だ！) 

客の 酔い は 一 時に 醒めて しまった。 

すると、 こんど は 騒ぎ を 莫迦に したよう にパ ー ッと 

室内の 電灯が 煌々 とつ いた。 

室内の 風景 はすつ かり 変って いた。 客の 多く はぎ子 

の 下に 潜り こみ、 ただす つか リ酔 つばらって 動け ない 

連中が 椅子の 上に ダラ リ とよりか かっていた。 出口に 

は どこから 現れた のか、 武装した 三十 名 ほどの 警官隊 

ピストル ぎ てつべ き 

が ズラリ と 拳銃 を擬 して 鉄壁の ように 並んで いる。 

「頭 を 出す と危 い！」 

警官が 注意した。 



「ぁッ ま ッまッ まッ」 

こうしょう 

思いがけない 高ら かな 哄笑が、 円柱の 影から 聞え た。 

素 破！ 雁金 検事 も大 江山 課長 も、 卓子 を 小楣に 

とって、 無気味な 哄笑の する 方 を 注視した。 

こ-つちり 

正面の 太い 円柱の 陰から、 蝙蝠の ように ヒラリ と 空 

虚な 舞台へ 飛び出した ものが あった。 皮革で 作った よ 

うな、 黄色い 奇妙な 服 を 着た 痩せこけた 男だった。 

グッと 出口の 警官隊 を 睨みつ けた その 顔の 醜怪 さは、 

なにに 喩えよう もなかった。 左 半面に は 物凄い 蟹の 形 

の大 痣が アリア リと 認められた。 ああ、 遂に 痣 蟹が 現 

れ たの だ！ 



大 江山 課長が 破れ 鐘の ような 声で 呶鳴 つ た。 

その 声が 皆の 耳に 達した もの か、 一 座 はシ— ン とし 

た。 

「オイ、 青 竜王、 どこに いるの だッ」 

検事 は 暗黒の 中に 再び 呼んだ。 —— 

だが、 誰も 応える ものはなかった。 一同 は 闇の 中に 

どうき めいめい 

高く 動悸のう っ銘々 の 心臓 を 感じた。 

(どうした のだろう？) 

そのと き 正面と 思われる 方向の 闇の 中から 軽い 口笛 

の 音が 聞え だした。 

「あたしの 大好きな 



真紅な 苺の 実 

とうとう 見付か つ た 

あなたの 胸の 中 …… 」 

ああ、 いま 流行の 『赤い 苺の 実』 の 歌 だ。 竜宮 劇場 

の プリ. マドンナ 赤 星 ジュリアの 得意の 歌だった。 I 

「こら、 誰 だ。 —— 」 と大 江山 課長 は 叫んだ。 「こんな 

のんき 

ときに 呑気 に 口笛 を 吹く 奴 は、 あ と で 厳罰に 処 する ぞ 」 

呑気な 口笛 —— と 捜査 課長 は 云った けれど、 それ は 

決して 呑気と は 響かなかった。 なぜなら 口笛 は、 警官 



「ナ 二、 吸血鬼に やられた 死骸が 発見され たという の 

か」 

さ つ き 

「そういえば、 先刻 暗闇の 中で 『赤い 苺の 実』 の 口笛 

を 吹いて いた ものが あった …… 」 

み あ. T 

人々 は 驚きの あまり 顔 を 見合せ るば かりだった。 

果して これ は 痣 蟹の 仕業だろう か。 それ なれば 検察 

官ゃ 覆面 探偵 はまん まと ここまで 誘き だ された ばかり 

でな く、 吸血の 屍体 を もって、 拭っても 拭い 切れない 

侮辱 を 与えられ たわけ だ つ た。 

自分 は 吸血鬼で ない という 痣 蟹の 宣言が 本当 か、 そ 

れ とも 今夜の この 惨劇が、 皮肉な 自白な のであろう か _ 



レ—. エト ヮ ー ルの 屋外と 屋内、 それから 痣 蟹の 逃げ 

こんだ 隠れ 柱との 三方に 分れて、 懸命の 大 捜査 を 始め 

たのだった。 

「おお、 青 竜王 は 何処へ いったの か」 

と、 雁金 検事 は 始めて 気がついた 様子で 左右 を 見廻 

わした。 

「青 竜王？」 

検事に つきそ つ ていた 首脳部の 人た ち も 同じように 

左右 を 顧みた。 だが 彼の 姿 は どこに も 見えなかった。 

「さっきまで その 辺に いたんだ が、 見えません よ」 と 

大 江山 課長 は 云った。 



の 口笛が 聞え てきました。 それから 暫くす ると、 急に 

青 竜王の 声で (痣 蟹 はこ こにいます ぞォ) と 喚き だし 

たではありません か。 その 間、 彼 は 何 をして いたので 

しょう。 なにしろ 暗闇の 中です。 何 をした つて 分り や 

しません」 

人殺し だ つ て 出来る とも 云い かねない 課長の 言葉つ 

き だ つ た。 

「あれ は 君、 青 竜王の やつが 痣 蟹に 組み敷かれ ていた 

んで、 それで 声が 出せなかった のだろう。 それ をゃッ 

と 跳ね かえす ことが 出来て、 それで 始めて 喚いた の だ 

と 思うよ」 



向 構わない から」 

r ィャ そういう わけではありません が …… 。 しかし 今 

夜 はもう 青 竜王 は 出て 来ません よ。 彼 は 逃げ だせば、 

それでもう 目的 を 達したん ですから」 

さす か 

流石 は 捜査 課長 だけあって、 誰も 考えつか ないよう 

な 疑点 を 示した のだった。 だが そのと きだった。 例の 

隠れ 柱が 音 もな く パック リとロ を 開き、 その 中から 飛 

び だしてき たのが 誰あろう、 覆面の 探偵だった から、 

気の毒な 次第だった。 

「うむ —— 」 

と 捜査 課長 は 驚きの あまり、 思わず 呻った。 



な 逃げ路の ある こと を 何故 前もって 調べ てお かな か つ 

さっそく 

たの かネ、 君。 早速 キヤ バレ— の 主人 を 呼んで きた ま 

え」 

「はァ 」 

課長 は 面目ない 顔 をして、 部下に キヤ バレ— の 主人 

を 引 張って くる こと を 命じた。 

間もなく、 奥から 身体の 大きな キ チンと した タキ 

シ ー ドを つけた 男が 現れた。 彼 は どことなく 日本人 離 

れ がして いた。 それ も 道理だった。 彼 は オト！ ボン 

トスと 名乗る ギリシア 人だった から。 

「わたくし、 ここの 主人、 オト —でございます。 —— | 



消えた 屍 か 



何のた めか 十日 間 あまり、 事務所 を 留守に していた 

青 竜王 は、 キヤ バレ—. エト ヮ— ル 事件の 次の 日の 昼 

ごろ、 ブラ リと 探偵 事務所に 姿 を 現わした のだった。 

きかん 

覆面 探偵の 帰還！ 

け ま 、- 

その 気配 を 知って、 奥から 飛ぶ ように 出て 来たの は 

勇敢な 少年 探偵 勇だった。 

「ああ。 青 竜王。 僕 は 今日き つと 青 竜王が 帰って 

来る と 思つ たんです」 



といって、 &も 変らず 頭部に はピッ タリ 合った 黒い 

ずきん かぶ さんか くぎ ぬ 

頭巾 を 被り、 眼から 下 を 三角 帛で 隠した 覆面 探偵 を迎 

えたの だった。 探偵 は 少年の 肩 を 両手で 優しく 叩いた。 

「昨夜 は 青 竜王、 素敵でした ネ。 だけど、 もう 僕たち 

を 呼んで 下さる かと 思って いたのに、 ちっとも 呼んで 

下さらな いので、 ガッ カリし ちゃった」 

「勇 君 も 大辻も 来て いたの は 知ってい たが、 昨夜の 事 

件は危 くて、 手伝わせたくなかった の だよ」 

みやげばなし せんせい 

「その代り 僕 は、 いろいろな 土産話 を 青 竜王に あげる 

つもりで すよ。 昨夜 舞台 下で 殺された 男ネ、 あれ は 竜 

宫 劇場に 毎日の ように 通 つ て いた 小室静 也と いう 



やか ま 

そのと き 卓上電話 のべ ル がリリ リンと 暄 しく 鳴り 

響いた。 勇 少年が 受話器 をと リ あげて 出て みると、 向 

たず 

うは 赤星ジ ュ リア を 尋ねて い つ た 箬の大 辻の 声 だ つ た。 

「ナ ニ丸ノ 内で 大騒ぎが 始まった つて？ 青 竜^が 

帰って いられる から、 いま 代る から 待つ てい るんだ よ」 

といって、 受話器 を 譲った。 

青 竜王 はう むう むと 聴いて いたが、 やがて 電話 を 

切った。 

「どうし たんです、 青 竜王」 

「なァ に、 痣 蟹が 竜宮 劇場の 裏口 を 通って いたの を 発 

じゅ ラか まじ 

見して、 また 警官隊と 銃火 を 交えた の だそう だ。 痣 蟹 



のよ い 背広に 身 を 包んで いた。 この 手術 者 は 法医学 教 

ろうや ま 

室の 蠟山 教授、 白面の 青年 は 西 一 郎と 名乗る 男だった。 

そこまで 云えば、 台の 上に 載った 屍体が、 吸血鬼に 苛 

まれた 第一 の 犠牲者で ある 西 四郎の もの だとい うこと 

が 分る であろう。 

しろうと 

「どうも 素人 は 功 を 急いでい かん ネ」 と蠟山 教授が 

きようぶ 

いった。 「やはり こうして 咽喉から 胸部 を 切開して 食 

はし 

道から 気管まで を 取 出し、 端の 方から 充分 注意して 調 

ベ て ゆかな けリゃ 間違いが 起る 虞れ が あるの だ。 急が 

, J と わざ 

ば 廻れの 諺 どおり だて」 

「時間の こと は覚捂 をして きました。 今夜 は 徹夜して 



ま い けし 

も 拝 貝し ます」 

「うん。 時刻 はこれ から 午前 一 一時 ごろまで が 一 番 油の 

乗る とき だ。 君の 時刻の 選択 はよ かった よ。 しかしい 

くら 弟の 屍体 か は 知らぬ が、 君 は 熱心 だね え。 もし こ 

こから 上に ある ものなら ば、 必ず 君の 目的の もの を 発 

見して あげる から 安心す るが いい。 ィャ どうも 

ひかしぼう 

皮下脂肪が 発達して いるので、 メス を 使う のに 骨が 折 

れる。 こんな ことなら 電気 メス を 持って くるんだ つた 

…：- J 

といって いると き、 ジジジ —ン と、 壁に かけて ある 

大きな ベルが 鳴り ひびいた。 それ は あまりに 突然の こ 



とだった ので、 教授 は、 

「やや ッ II 」 

とその 場に 飛び 上った ほどだった。 

「何でしょう、 いまごろ？」 

「ハ テナ 誰か 来たの かな。 この 夜 更に 変 だな ァ」 と教 

授は頭 を 傾げた。 

そのと き、 また ベルが ジジジ —ン と、 暄 しく 鳴った。 

「ちょ つ と 見て 来よう」 

と 教授 は メス を 下に 置く と、 扉 を あけて 廊下へ 出て 

いった。 廊下 は 長かった。 漸く 入口のと ころへ 出て、 

パ ッと 電灯 をつ けた。 



たの か」 

「いえ、 僕じゃありません。 僕 は 消しません。 これ は 

変な こと だらけ だから、 静かに 行って みましょう。 声 

を 出さんで 下さい。 いいです か」 

二人 は 静かに 戸口に 近づいた。 そして じっと 真黒な 

室内 を視 きこんだ。 二人 はもう すこしで、 呀ッと 声 を 

たてる ところだった。 誰か 分らぬ が、 解剖 台の 上 を 懐 

中 電灯で 照らして いる 者が あった。 が、 それ はすぐ 消 

えて、 室内 はまた 暗澹の 中に 沈んだ。 その代り、 なに 

ひき， la- 

か 重い もの を 引 擦る ように ゴ ソリゴ ソリと いう 気味の 

わるい 音が した。 



一郎 は 教授に 耳う ちして、 室内の 電灯の スィッチの 

ありか き 

在所 を 訊いた。 それ は 室 を 入った すぐの 壁に とりつけ 

て あると いう ことだった。 彼 は 教授の 留める の も 聞か 

ゆうやく ま つ くら さぐ 

ず、 勇躍 飛んで 出る と、 スィッチ を 真暗の 中に 探って 

ひ しつない あざむ 

パッと 灯 をつ けた。 たちまち 室内 は 昼 を 欺く ように 

煌々 たる 光に みちた。 

「呀 ッ、 怪しい 奴が ッ！」 

見る と 黒板の 左手に あたる 窓が 開いて、 そこに 一人 

の 男が 片足 かけて 逃げ だそうと していた。 

「待て ッ！」 

と吉を かける と、 かの S 漢はク ルリと 室内に 向き 



それから 五分 間 —— 一 一人 は 鮑 のように 固くな つ て、 

ひそ おそ 

教壇の 陰に 潜んで いた。 もうよ かろうと いうので 恐る 

おそ 

恐る 頭 を あげて 窓の 方 をみ ると、 窓 は 明け 放しに な つ 

たままで、 もう 怪漢の 姿がなかった。 ホッと 息をつい 

がくぜん 

た蠟山 教授 は、 このと き 眼 を 解剖 台の 上に 移して 愕然 

とした。 

「やられた ッ。 —— 屍体が なくなって いる！」 

おお、 > 

なるほど、 解剖 台の 上に は 屍体の 覆 布が あるば かり 

で、 さっきまで 有った 害の 屍体が 影 も 形 も なくなって 

いた。 

「彼奴が 盗んで いったんで すよ、 ホラ 御覧なさい」 と 



ゆか ゆびさ ひきず 

一郎 は 床の 上 を 指しながら 「屍体 を曳 擦って いった 

ほう 

跡が 窓のと ころまで ついてい ますよ。 屍体 を 窓から 抛 

り だして 置いて、 それから 彼奴が 窓 を 乗越え て 逃げた 

ん です」 

「うん、 違いない。 早く 追い 駆けて くれた まえ」 

「もう 駄目です よ。 逃げて しまって …… 」 

「何 を 云って いるんだ。 君の 弟の 屍体なん じ やない 

ゝ I 

力」 

「追いついても、 ピストルで 撃 たれる のが 落ちです よ。 

け い しちょう 

それよりも 警視庁へ 電話 を かけましょう」 

「君の ような 弱虫の 若者に は 始めて 会った よ。 駄目な 



奴 だ」 

教授 は いつまで もブ ッブ ッ 怒って いた。 

昼間 丸 ノ内を 徘徊して いた 痣 蟹が、 深更に なって な 

ぜ 屍体 を 盗んで いったの だろう。 一郎 は なぜ 弟の 屍体 

を 追わなかった のだろう。 果して 彼 は 弱虫だった ろう 

ゝ o 

力 



うる うたひめ 

麗 わしき 歌姫 



その 翌日の こと、 西 一郎 は ブラ リと 丸ノ 内に 姿 を 現 

わした。 そして 開演 中の 竜宮 劇場の 楽屋へ ノコ ノコと 

入って いった。 赤 星 ジュリアの 主演す る 「赤い，. 苺の 

実」 が 評判と みえて、 真昼から 観客 はいつ ぱい 詰め か 

ちょうど 

けて いた。 いま 丁度、 休憩時間 であるが、 散歩 廊下に 

も 喫煙室に も 食堂に も、 「赤い 苺の 実」 の 旋律 を 口笛 や 

こうこつ じゅうまん 

足 調子で 恍惚と して 追ってい る 手 合が 充満 していた。 

これが 流行と はいえ、 実に 恐るべき 旋律であった。 

しばら 

「まァ 西さん、 暫く ネ 」 

とジ ユリア は 一 郎を 快く 迎えた。 

さっそく 

「ィャ 早速、 僕のお 顧い を 聞きと どけて 下す つて 有難 



うご ざいます。 これで 僕 も 失業者 の 仲間から 浮び 上 

る ことができます」 

ざいんみ ならい 

一郎 は ジュリアに 頼んで、 レビ ユウ 団の 座員 見習と 

して 採用して もらう ことと なった のであった。 彼 は 長 

身の 好男子だった し、 それに 音楽に も 素養が あるし、 

こ ころえ 

タップ • ダンス はこと に 好きで 多少の 心得が あつたの 

で、 この 思い切った 就職 を ジュリアに 頼んだ わけ だつ 

わがまま きしょう 

た。 日頃 我儘な 気性の 彼女だった が、 弟 を 殺された 一 

郎に 同情した もの か、 快く この 労 をと つて 支配人の 承 

諾を 得させた のであった。 

li.- J こ おつ， VP 

「あら、 改まって お礼 を 仰 有られる と 困る わ。 



だけど 勉強して いただき たいわ、 あたしが 紹介した、 

その 名誉の ために もネ」 

きまぐ 

「ええ、 僕 は 気紛れ 者で 困 るんで すが、 芸の方 はしつ 

かりやる つもりで すよ」 

たの も 

「頼 母し いわ。 早くう まくな つて、 あたしと 組んで 踊 

るよう にな つ ていた だきたい わ」 

「まさか 」 

と 一郎 は 笑った が、 ジュリアの 方 はどうした のか 笑 

おもて 

いもせ ず、 夢見る ような 瞳 を ジッと 一郎の 面の 上に 

そそ 

濺 いでいた が、 暫くして ハツと 吾れ に 帰ったら しく、 

-1-1. 

始めて ニッコ リと頰 笑んだ。 



「ホ、 ホ、 ホ、 ホ …… 」 

しみじみ 

一 郎は ジュリアの 美し さ を沁々 と 見た ような 気がし 

た。 ただ 美しい といった ので はいけ ない、 悩ましい 美 

しさと いうの は 正に ジュリアの 美し さの こと だ。 帝都 

に 百万 人の ファンが あると いうの も 無理がなかった。 

ひもと 

一 郎 はいつ か 外国の 名画 集を繙 いていた ことがあつ 

たが、 その 中に レオン. ペラ ウルの 描いた 「車に 乗れ 

るヴィ ー ナス」 という 美しい 絵の あつたの を 思い出し 

た。 それ は 波間に 一台の i (金づ くりの 車が あって、 そ 

の 上に 裸体の 美の 女神 ヴィ ー ナスが 髪 をく しけず りな 

えんぜん 

がら 艷 然と 笑って いるので あった。 その ペラ ウルの 描 



それ はすべ て 一郎の 噓 だった。 本当 をい えば、 彼 は 

昨夜、 四郎の 屍体から それ を 発見した のだった。 蠟山 

教授が ベルの 音 を 聞いて 法医学 教室の 廊下へ 出て いつ 

すき 

た 隙に、 一郎 はかね て 信じて いたと ころ を 行った の 

こうくう 

だった。 彼 は 四郎の 屍体の 口腔 を 開かせ、 その 中に 手 

をグッ とさし 入れる と 咽喉の 方まで 探ぐ つてみ たのが、 

カぜ A てが 力 

果然 手懸リ があって、 耳 飾の 宝石が 出て きた。 実は 蠟 

わずら 

山 教授 を 煩わして 食道 や 気管 を 切開し、 その 宝石の 

有無 を しらべ る つ もり だ つ たけれ ど、 怪し い ベル の 音 

せっぱく さと あら リ ようじ 

を 聞く と、 早く も 切迫した 事態 を 悟り、 荒療治ながら 

ゆびさき 

決行した ところ、 幸運に も 宝石が 指先に かかった ので 



これでみ ると、 一郎 はや はり 愛 弟 四郎を 殺害した 犯 

人 を 探し だそうと している ものら しい。 

「ああ、 一郎さん」 と ジュリア は 苦しそう に 顔 を あげ 

「あたし 何もかも 申します わ。 そして 貴方の 弟さんの 

日記帳から 破って きた 頁 をお かえしし ます わ」 

いしょ うば , .1 さ 

ジュリア は 衣裳 函 のなかから、 引き裂いた 日記 をと 

り だして、 一 郎に 渡した。 それ は 四郎が 殺された 日、 

大 辻が 始めに 屍体の 側で 発見し、 二度目に 見た とき 裂 

じひつ そうい 

かれて いた 四郎の 自筆の 日記に 相違なかった。 一郎 は 

むさぼ くだ 

それ を 貪 るよう に 読み下した。 

「それ をよ く 読んで 下されば 分る でしよう が、 四郎さ 



解剖 させて いるう ちに、 怪漢 を 呼んで 屍体 を 奪わせた。 

そのく せ 当人 は、 痣 蟹が 屍体 を 盗んで いったと 称して 

います。 あれ は 偽せ の 兄です よ。 本当の 兄なら、 屍体 

を 取 返そうと 思 つ て 死力 をつ くして 追龃 けて ゆき ま 

す」 

r ィャ あれ は 本当の 兄 だよ」 

ずいぶん つくろ 

「私 は 随分 部下 や 新聞記者の 前を饍 つてき ましたが、 

今日 かぎり それ を 止めて、 本当の 考え を 発表し ます。 

き や つ 

第 一 今日は キヤ バレ— • エト ヮ— ルの 事件で、 青 竜王 

のと ころの チン ピラ 小僧に うまう ませ しめられて、 面 

白くな い です」 



「ヘン 何とで も 云え。 まず 第一 におれ の 欲し いのは こ 

れ だァ。 —— 」 

痣 蟹 はジリ ジリと ジュリアに 近づく と、 彼女が 頸に 

かけた 大きい メタルの ついた 頸飾りに 手 を かけ、 ャッ 

たま 

と 引きむ しった。 糸が 切れて、 珠が バラ バラと 床の 上 

てのひら 

に 散った。 痣 蟹 は それに は 気 も 止めず、 メタル を 掌 

にと つて 器用に も 片手で その 裏 を 開いた。 中から は 何 

やら 小さ い 文字 を 書き y J んだ 紙片が で て きた。 痣 蟹 は 

二 ッコリ と 笑い、 

「やっぱり 俺の ものに なった ね。 —— 」 

「出て おゆき。 ぐずぐずして いると 人が 来る よ」 



ちて くる 害 だから、 全国に 手配して 注意させる こと。 

それと 同時に 痣 蟹の 屍：^ が、 気球と 一緒に 墜 ちている 

か、 それとも その 近所に 墜 ちている かもしれ ぬから 注 

意す る こと。 但し 従来の 経験に よると 四十 八 時間 後 

に は、 気球 は 自然に 降下して くる ものである こと。 第 

三に、 覆面 探偵 を 見かけたら すぐ 課長に 報告す る こと。 

以上の こと を 行う について、 次の ような 人員 配置に す 

る。 —— 」 

といって その 担当 主任 や 係 を 指名した。 一 同 は 何で 

か しょうさん 

も 彼で も、 それ を 突きと めて、 課長の 賞讃 にあず かり 

たい ものと 考えた。 



構ェ シガ、 翌 三年 或ル 疫病 ノ タメ 部下 ハ相 ツギ テ死シ 

今ハ 『パ チノ』 独リ トナリ タレ ドモ、 『パ チノ』 マタ病 

ミ、 命数 ナキヲ 知 リ自ラ 特製 ノ棺ヲ 造リテ 土中 ニ下リ 

テ死ス —— それからもう 一 つの 文書 は 比較的 新ら しい 

ヒ ン ピン 

ものです が、 これに は —— 『パ チノ』 ノ 墓穴 ハ頻々 タ 

^ マ ビラ 

ル 火災 ト 時代 ノ 推移 ノ タメ 二 詳 カナ ラザル 二 至リ、 

タダ 

唯 『ギン ザ』 トイ ゥ 地名 ヲ 残スノ ミト ハナ レリ。 マタ 

『パ チノ』 ガ 『ォ スミ』 と 称スル 日本 婦人 ト契 リシ ガ、 

彼女 ハ 災害 ニテ死 シ、 両人 ノ間 ニ生レ タル 一 子 (姓不 

詳) ハ 生死 不明 トナリ タリ。 ソレト 共 二 『パ チノ』 ノ 

墓穴 二 関スル 重要 書類 ハ紛 失シ、 只 本国へ 送リ タル 二 



三ノ 通信 ト 『パ チノ』 ノ 墓穴 廓 内ノ 建築 図トヲ 残スノ 

ミナ リ —— というの です。 聞いて ます か、 青 竜王」 

「ィャ 熱心に 聴いて いるよ。 それで 分った。 キャパ 

レ— の 主人 ポント スも、 本国から その パ チノの 墓穴 探 

^ っぽう 

しに 来て いるの だ。 その 一方、 痣 蟹 も たまたま この 秘 

密を 嗅ぎ だ して、 本国で 墓穴の 建築 図な ど を 手に入れ、 

日本へ 帰って来 たの だ。 すべての 秘密 は その パ チノ 墓 

穴に 秘められて いるの だよ。 パ チノ 墓穴の 場所に つい 

て は、 いささか 存じより が あるが、 しかし パ チノの 遺 

族 を 捜し出す の はちよ つと 骨が折れる ネ。 しかし 何事 

も 墓穴の 中に 在る と 思うよ。 では 勇 君、 —— 」 



骸骨だった。 そして その まわりに は 丸い 金貨が キラ キ 

ラと 輝いて いる。 金貨 は 地面に も バラ バラと 散乱して 

そば 

いる。 その 側に は 一 片の ひきちぎれた 建築 図が 落ちて 

ひぞう ずめん 

いる。 それ は 痣 蟹の 秘蔵の 図面に 違いなかった。 —— 

せいさん 

それ 等の 凄惨な 光景 は、 一 つの 懐中電灯で まざまざと 

照らし 出されて いるので あった。 

懐中電灯 は 静かに 動く。 —— そして 函の 陰へ 隠れて 

いる 斃死 者の 顔面 を 照らし 出す。 まず、 目につく の は、 

鋭い 刃物で 抉った ような i 喉 部の 深い 傷口 —— うん、 

ざ んぎ やく 

やっぱり さっき 口笛が 聞え たと き、 残虐 きわまりな 

き 吸血鬼が 出た の だ。 帽子 は 飛んで しまって いるが、 



こわね 

と 懐中電灯の 男 はいう。 どっかで 聞いた 声音で ある。 

「いいえ、 あたし は 犯人じゃありません。 この ジ ユリ 

こ こ さそ 

ァは 貴方の 電話で うまく 此処へ 誘いだ された のです。 

陥穽です、 恐ろしい 陥穽なん です。 ああ、 あたし …… 」 

と、 よよと 泣き崩れる 声 は、 意外に も 今 を 時め く、 

龍宫 劇場の プリ. マドンナ、 赤星ジ ュ リアに 違いな か つ 

た。 

それで 解った。 ここ はパ チノの 墓穴な の だ。 この 

しんや 

深夜、 一体 何 ごとが 起った というの であろう。 ジ ユリ 

ァを 責める 男 は 誰 人？ そして 地底に 現われた 吸血鬼 

ひそ 

は、 そ も 何処に 潜める？ 



出で た。 

「_ —— 手 を 腰に 膝 を 半ば 曲げ ィ、 足の 運動から、 用意 

I 始め ッ！」 

イチ 二 サン 

ラジオが 叫ぶ 一 ィ ニイ 三ンの 号令に 合わせて、 課長 

は 巨体 を プンプンと 振って、 ラジオ 体操 を 始めた。 彼 

は 何と はなしに、 子供の ような 楽し さと 嬉し さとが^ 

の 底から こみあげて 来る の を 感じた。 

「よし ッ！ この 元気で もって、 帝都 市民の 生活 を 

ぉぴゃ いっそう 

脅 かす あらゆる 悪漢 ども を 一 掃して やろう」 

課長 は そ の 悪 漢ど も を 叩きのめ すよう な 手附き で 、 

ォーチ ニイと 体操 を 続けて いった。 しかし その 楽し さ 



も 永く は 続かなかった。 そこに は大 江山 捜査 課長の 自 

ぼ ち さんげき 

信 を ドン 底へ つき 落とす ような パ チノ 墓地の 惨劇が 控 

さくや 

えていた のであった。 昨夜 起った その パ チノ 墓地 事件 

の 知らせ は、 雁金 検事からの 電話と なって、 ジ リジリ 

やか ま ぶえんりょ 

と 喧しく 鳴る ベルが、 課長の ラジオ 体操 を 無遠慮に 

中止 させて しまった。 

「お 早よう ございます。 ええ、 私は大 江山で すが …… 」 

「ああ、 大 江山 君 か」 と 向う では 雁金 検事の 叩きつ け 

るよう な 声が した。 —— 御機嫌が よくない ナ、 「君の 

部下 は みんな 睡眠 病に 罹って いるの かネ。 もしそう な 

ら、 皆 病院に 入れち まって、 憲兵隊の 応援 を 申 Hi しょ 



せんちゃく ほこ リ 

キヤ バレ— に は 雁金 検事が 既に 先着して いて、 埃 

の 白く 積った ソファに 腰を下ろし、 盛んに 「朝日」 の 

吸殻 を 製造して いた。 そして 大 江山 課長が 顔 を 出す と、 

よろこ 45 し 

「ああ 大 江山 君、 悦ん でい いよ。 儂 たち はまた 夕刊 

まった 

新聞に 書きた てられて 一段と 有名になる よ。 全く 君 

たいまん 

の 怠慢のお 陰 だ」 

鬼 課長 はこれ に 応える 言葉 を 持って いなかった。 そ 

げんじょう けんぶん つ 

れで 現場 検分 を 申出で た。 検事 は 点けた ばかりの 煙 

草 を 灰皿の 中へ 捨てながら、 「儂は 君が 検分 するとき 

の 顔 を 見たい と 思って いたよ」 と 喚いた が、 そこで 急 

に 声 を 落して、 日頃の 雁金 検事ら しい 口調に なり、 「全 



ぜつめい 

絶命して いる 痣 蟹 仙 斎の 屍体 も そのままだった。 ただ 

昨夜の 場面に 比べる と、 竜宮 劇場の プリ. マドンナ、 

赤星ジ ユリアと、 それに 寄り そ つ て 懐中電灯 を 照らし 

ていた 疑問の 男と が、 居ない ところが 違って いた。 

「やっぱりそう だ！」 

と、 大 江山 課長 は その 場へ 飛び こむな り 叫んだ。 

「覆面 探偵の 青 竜王 は、 やはり 痣 蟹だった の だ」 と 倒 

れ ている 痣 蟹 仙 斎の 服装 を 指しながら 「どうです か検 

事さん。 覆面 探偵が 怪しい と 申 上げて おいた こと も、 

無駄ではなかったです ネ」 

「いいや、 やっぱり 無駄 かも 知れない。 これ は 痣 蟹の 



まず ま 力 

方 をす る 害が ありません。 吸血鬼 は 外の 者 だと 思い ま 

す」 

「では 撤回した ネ。 すると 本当の 吸血鬼 は どこに 

ひそ 

潜んで いるの だ。 もちろん 大 江山 君 は、 吸血鬼が 覆面 

探偵 • 青 竜王 だと はいわない だろう」 

「もちろんです。 —— 実 をい えば、 私 は 最初 吸血鬼 は 

痣 蟹に 違いない と 思い、 次に 青 竜王 かも 知れぬ と 思つ 

あ. P 

たんです が、 両方と も 違う ことが 分りました。 外に 怪 

しいと 睨んで いるの は、 最初の 犠牲者 四郎 少年の 兄 だ 

と 名乗る、 西 一郎 だけにな るので すが …… 」 と、 其処 

まで 云った 課長 は 急に 口 を噤ん で、 あたり を 見廻 わし 



ことろ 

た。 それ は 冒険小説に 出て くる 孤島の 洞窟の ような 実 

に 異様な 光景 だ つた。 「この パ チノ 墓地と かが 飛び出 

して 来たので は、 見当 もな にもつ かなくな りました よ _ 

一 体 これ はどうした ことです かな」 

しる 

そこで 雁金 検事 は、 パ チノ 墓地に ついて、 既に 記し 

で ん きてき 

たと おりの 伝奇的な 物語 をして 聞かせ、 「つま リパチ 

ばくだい いほう たず さ 

ノは 皇帝の 命令 をう け、 莫大な 財宝 を 携えて、 日本へ 

こころざし なか と 

遠征して きたが、 志 半ばに して 不幸な 死 を 遂げた 

と いう わけさ」 

大 江山 課長 は、 あまりに も 奇異な パ チノ 墓地の 物語 

うたが あしもと 

に、 しばらく は 耳 を 疑 つた ほどだった が、 彼の 足 許に 



た。 青 竜王すな わち 痣 蟹 は、 そこに 死んで いるで はな 

ヽ/ T O 

レ 力 

「そうだよ。 彼 は 昨夜 十二時、 ここへ 忍び こんだ そう 

だ。 すると、 例の 恐怖の 口笛 を 聞きつ けた。 これ はい 

けない と 思う 途端に、 おそろしい 悲鳴が 聞え た。 近づ 

いてみ ると、 痣 蟹が 自分の 服装 をして 死んで いたと い 

うの だ」 

「ああ 青 竜王！ すると これ は 偽せ 物で、 本物の 方 は、 

やっぱり 生きて いたの か」 

といき 

大 江山 課長 はそう いって、 大きな 吐 息をついた。 



「なんだ つて？」 課長 は 頭をィ キナリ 煉瓦で 殴られた 

ような 気がした。 一 体 青 竜王 は どこまで 先 まわ リ をし 

せっかく 

て 調べ あげてい るの だろう。 折角 勇気 を 出した ものの 

これで は到& 太刀打ちが 出来ない と 思った。 しかし ま 

だ 間に合う かも 知れない。 「その子 供と いうの はポン 

トスの ことじ やない のか ネ」 

「ポント スは 本当の ギリシア 人です よ。 あいつ はパチ 

ノ 墓地 を 探しに 来て、 その 墓地の 上 だと は 知らずに、 

あの キヤ バレ ー を 開いて いたのです」 

「ポント ス でなければ 誰 だい。 それとも 痣 蟹 かネ」 

「痣 蟹 は 日本人で すよ。 青 竜王が 探して いるの は 混血 



児です よ」 

混血児 を 探しに 玉 川へ 行った —— という こと を 聞き 

だした 大 江山 は、 鬼の 首で も 取った ような 気がした。 

これなら 或いは 分らぬ こと も ある ま い。 

大 江山 課長 は 玉 川へ 自動車 を 飛ばした。 しかし 玉 川 

まば 

という 地域 は、 人家 こそ 疎らで あつたが、 なにしろ 広 

い 土地の こと だから、 ど- J から 調べ てよ いか 見当が つ 

しゅつ ぼ つ 

かない。 そこで 彼 は、 なるべく 混血児の 出没し そう 

あきばれ 

なと ころ はない かと 思った ので、 秋晴の 停留 場の 前に 

立って いる 土地の 名所 案内 を ズラリ と 眺め まわした が、 

とま 

そこで 目に 留 つたの は、 「玉 川 ゴルフ場」 という 文字 



と 背中 を 叩く 者が あった。 ハツと 思って 後 を ふり か 

えって みると、 そこに は 思いがけな くも、 雁金 検事が 

ゴルフ. パンツ を 履いて ニヤ ニヤ 笑って いた。 それば 

なじみ 

かりで はない。 検事の 後に は、 彼の 馴染の 顔が ズラリ 

おどろ 

と 並んで いたので 駭 いた。 それ は蠟山 教授、 西 一郎、 

赤 星 ジュリア、 矢 走 千鳥と いう 面々 で、 これで は 吸血 

かんじん 

鬼 事件の 関係者 大会の ような ものだった。 ただ 肝腎の 

覆面 探偵 青 竜王と キヤ バレ— の 主人 ポント ス とが 不足 

していた が、 この 二人 もど こから か 現れて きそうで 

あった。 

ちょうど 

「丁度い い。 一緒に ホ— ルを 廻ろう じ やない か」 と検 



いませんで したわ」 

と ジュリアが 笑った。 

「課長さん —— は 競技の 間 云わない ことにしましょう 

よ、 お嬢さん」 

「あら —— ホホ ホホ」 

大 江山 はすつ かリ いい 気持に なって しまった。 —— - 

ジュリアが 最初に 打ち、 次に 大 江山が 打った。 一番 あ 

と を 西 一郎が 打つ と、 三人 は キヤ デ— を 連れて、 青い 

芝地の 上 を ゾロゾ 口 球 の 落ちた 方へ 歩き だした。 

「君た ちに 会おうと は 思いがけなかった」 

と、 課長 は 一郎の 方 を 向いて 破顔した。 



しかし 後に 分る ように これらの 会話 は 決して 冗談で は 

なかった。 それが 持つ 重大な 意味が 今 課長に 分って い 

たと したら、 彼 はそんな に 恵比寿顔 ばかり はして いら 

れ なかった であろう。 —— ジュリア は 球 を グリ— ン 

に 入れて、 二人の 方へ 手 を さしあげた。 

第三の コー ス では、 また 三人が 一緒にな つて 球 を 

打って いった。 

な ► ^ うど 

「君た ち はだい ぶ 仲がいいよ うだが、 まだ 私に 媒酌 を 

頼みに 来ない ネ」 と 課長 は 更に 機嫌が よかった。 

「よして 下さい。 ジュリア 君の 人気に 障ります よ」 と 

一郎が 打ち消す の を、 ジュリア は、 



ま ー すッ」 

御 婦人 9 検事と 課長と は クラブ を 投げ捨て、 ク 

ラブ 館 へ龃 けつけ た。 

おそ ら じょ 

襲われた 裸 女 

この 突発 事件が 起った ところ は、 クラブ 館の 中の 

ふんせん よくし つ 

噴泉 浴室の あると ころ だ つ た。 

それより 三十 分 ほど 前、 その 婦人 用の 浴室の 二つが 



から 被って やれば、 髪 は 湯に 濡れずに 済んだ。 

一 一人 は ゴトゴ トと音 を させながら、 着物 を 脱いだ。 

「お 姉 さま」 と 千鳥が 隣室から 呼んだ。 

「な ー に、 千い ちゃん」 

「あたし、 何だか 怖い わ。 だって あまり 静かなん です 

もの」 

「おかしな 人ネ。 静かで いい 気持 じ やない の」 

そういって ジュリア は 奥に 入る と、 シャ ー ッと 白い 

らしん あ 

噴泉 を 真白な 裸身に 浴びた。 

「あの —— お 姉 さま」 と 千鳥が トン トンと 間の 板壁 を 

卩ヽ 」こ o 

ロレ 力 



と 叫ぶな リ、 彼 は 慌てて 仕切 を 閉じた。 彼 は 見る に 

まと 

忍びない もの を 見た の だ。 そこに は 一糸 も 纏わない 

だ いりせ きぼ 

ジュリアが、 大理石 彫りの 寝 像で あるかの ように、 あ 

られ もない 姿 をして タイルの 上に 倒れて いたので あつ 

た。 

「オイ、 退いた 退いた」 

と 背後に 大きな 声が した。 雁金 検事と 大 江山 捜査 課 

長と が 入って きたの だ。 

噴泉 を 停め、 ジュリア を 抱き起す と、 彼女 は 失心 か 

ら やっと 気がついた。 

「どうした のです。 そして 千. ag さん は …… 」 



ながら も、 何の 追跡す る 方法 もなかった。 

「そうだ、 電話 を かけよう」 

事務室に 飛び こんだ 課長 は、 まどろ こしい 郊外 電話 

かんしゃくだま よう や 

に 癇癩玉 を 爆発 させながら、 それでも 漸 く 警察署 を 

とリ おさ かた 

呼び出し、 自動車 取 押え 方の 手配 を するとと もに、 ま 

しさ ゆ 1 つ 

た 至急 自動車 を ゴルフ場へ 廻す ように 頼んだ。 そして 

検事の 待って いる 方へ 歩いて いった。 

きゅうご しら 

ジュリア は 事務室の 中で、 急斿 えの ベッドの 上に 

ちんとう 

寝かされ ていた。 枕頭に は 医学博士 蠟山 教授が 法医学 

と は 勝手ち がいながら 何くれとなく 世話 をして いた。 

こまね ちんし 

雁金 検事 は 腕 を 拱いて 沈思して いたが、 課長の 入つ 



くせもの 

「どうも 西と いう 男 は 曲者 だて」 と、 蠟山 教授 は 頭 を 

大きく 左右へ 振った。 

「まさか 西 一 郎が、 千鳥 を 襲撃した の じゃある まいな」 

ひと ごと 

と 課長 は 独り言 をい つた。 

「それ は 何とも 云えぬ。 —— J 

けいてき 

といって いると ころへ、 警笛 をプ ー ッと 吹き 鳴らし 

つつ、 紛失した 大 江山の 自動車が 帰って来た。 課長 は 

愕 いて 玄関へ 走り だした が、 中から は 意外に も、 彼の 

けげん 

連れていた 運転手の 怪訝な 顔が 現れた。 

「自動車が ございました。 一 一 百メ— トルば かり 向う の 

畠の 中に 自動車の 屋根の ような ものが 見える ので 行つ 



「もう 大丈夫です。 静かに していれば、 二三 日で 癒り 

ます。 身体に は どこに も 傷が ついていません。 ただ 

おどろ 

駭 きが 大きかった ので、 すこし 心臓が 弱って います。 

あまり 昂奮し な い のがよ ろしい」 

「あたくし、 誰かに 逢いたい のです が」 

「ィャ 尤もです。 そのうち 誰 方 か 見えましょう」 

そんな 会話が 繰 返されて いるう ちに、 夜更けと なつ 

た。 このと き 病院の 玄関に、 一 人の 男が 訪れた。 院長 

の 許可が 出て、 上へ あげられた 彼 は、 矢 走 千鳥の 病室 

に 甬. I つ ヒ。 

「まあ、 西さん。 —— よく 来て 下す つたの ネ」 



西 はた だ 二 コ 二 コ笑 うだけ だった。 

「誰も 来て 下さらな いので、 悲しんで いたと ころです 

わ」 

「僕 は、 ソノ青 竜王から 行って 来る ように 頼まれたん 

です。 当分 外に 誰も 来ないでしょう。 院長から 許しが 

出る まで、 一歩 も 寝台の 上から 降りない ことです ネ」 

「ええ、 貴方が 仰 有る ことなら、 あたくし 何でも 守り 

ます わ。 …… ねえ、 西さん」 

「なんです、 千鳥さん」 

「あたくし、 貴下に、 どんなに か 感謝して いますの よ _ 

お分りに な つ て …… 」 



「感謝 9 僕 は 何にもし ません よ。 ああ、 助けられ 

たこと です か。 あれなら 青 竜王に 感謝して 下さい。 … 

さわ 

…ィ ャ、 そんな こと を 今 考える の は 身体に 障ります よ _ 

しばら 

何 ごと も 暫く は 忘れて いる ことです。 誰かが 聞いて 

も、 何にも 喋 つて はいけ ません。 千鳥さん は 当分、 生 

ける 屍 になって いなく ちゃい けな いんです よ、 いい 

です 力」 

「生ける屍 —— 貴下の 仰 有る ことなら、 屍に なって い 

ます わ」 

といって 二 ッコリ 微笑んだ が、 攫われた 千鳥 は 一体 

何 を 感謝して いるの だろう。 



かみ 力く 

一千 鳥の 神隠し はどうな つたんだ。 玉 川 ゴルフ場から 

十分ぐ らいの 半&の 中なら、 一軒一軒 当ってい つても 

多寡が 知れて いるで はない か。 どうして 分らぬ のか、 

分らんで いる 方が 六ケ 敷い と 思う が … … 」 

r ィャ それが 不思議に も、 どうしても 分らない のです。 

ひょっとすると、 犯人 は 夜のう ちに 千鳥 を もっと 遠い 

ところに 移した かもしれ ない のです。 しかし 御 安心 下 

さい。 あの 犯人 も 吸血鬼 も、 同一人物 だと 睨んで いて、 

別途から 犯人 を 探して います」 

「別途から というと、 君の 覘 つてい る 犯人と いうの は 

誰 だい」 



来て いるので す」 

「そんな 勝手な 条件なん か、 蹂躪した まえ」 

ひと 

「そうはい かないで すよ。 —— で 僕 は 独りで 会う つも 

りなんで すが、 もし 今夜 九 時までに、 僕が 貴下のと こ 

ろへ お 電話し なかったら、 貴下の 一番 下の ひきだしの 

中に 入って いる 手紙 を よんで 下さい」 

「なんだ、 手紙が 入って いるんだ つて？」 なるほど 誰 

がいつ の 間に 入れた か、 白い 四角な 封筒が 入って いた。 

「あつたあった。 こんな もの 直ぐ 明けられる じ やない 

ゝ I 

力」 

「明けても 駄目です。 或る 仕掛が して あるので、 今夜 



人 魔と して 捕縛され ると ころだった。 僕 は それ を 西 一 

郎の手 を 経て 君の 手に 戻して やった」 

「出鳕 目 をお 云いで ない よ。 妾 は 知らない こと だよ。 

あま 

—— さあ、 もう 時間 は 剰す ところ 一 分 だよ」 

「君に 悔い改めさせたい ばかりに、 僕 は 君の 自由に 

な つてい るの が 分らない のか」 

かんしょう 

「感傷 はよ せよ。 みっともない」 

と-つと ラ 

「ああ、 到頭 僕の 力に は 及ばない のか。 …… では 僕 は 

あきら き 

一 切 を 諦めて 殺されよう。 だが 只 一 つ 最後に 訊きた 

い。 君 は なぜ 吸血の 味 を 知った の だ。 なにが 君 を、 そ 

ん なに 恐ろしい 吸血鬼に したの だ」 



際に、 この 妾が 見て 置いて あげる よ …… 」 

ひとりごと むし 

そう 独 言 をい つ て、 彼女 はサ ヅ と 覆面 を 引き 撑 つ た。 

その 下から は 思いの外 若い 男の 顔が 現れた。 両眼 を 力 

たんせい 

なく 閉じて いるが、 その あまりに も 端正な 容貌！ 

「ああ、 貴下 は …… 西 一 郎！」 

そう 叫んだ の は 同じ 妖女の 声だった が、 咄嗟の 場合、 

きじ たま 

作り声で はなく、 彼女の 生地の 声 —— 珠 のように 澄ん 

びせい 

だ 若々 しい 美声だった。 —— ああ、 とうとう 探偵の 覆 

面 は 取り去られた のだった。 いま 都下に 絶対の 信用 を 

はく はくめん 

博して いる 名探偵 青 竜王の 正体 は、 白面の 青年 西 一郎 

ま- 5- 

だった の だ。 そして 吸血鬼に 屠られた 四郎 少年 こそ は、 



とられた こと さえ 気がつかない。 —— 妖女 はいつ の 間 

にか、 この 荒れ果てた 部屋から 姿を消して しまった。 

ふうぜん ともしび あやう 

かくて 風前の 灯 のように 危 かった 青 竜王の 生命 

は、 僅かに 死の 一 歩 手前で 助かった。 

大団円、 死の 舞踊 



「 —— 検事さん！ 雁金さん は 何処へ 行かれた？」 

ち. T- 

と、 慌ただしく、 検事局の 宿直室に 飛び こんで 来た 



う 直ぐ 目の前に 見えた。 その 名のと おり、 夜の 幕の 

ただなか さんぜん かがや 

唯 中に、 燦然と 輝く 百 光 を 浴びて 城の ように 浮き あ 

だい でんどう い 

が つてい る 歓楽の 大 殿堂 は、 どこに 忌むべき 吸血鬼の 

そび 

巣が あるかと 思う ほどだった。 その 素晴らしく 高く 聳 

へ きたい 

えてい る 白色の 円い 壁 体の 上に は、 赤い 垂れ幕が 何 本 

まいひめ 

も 下って いて、 その上に は 二 代の 舞姫 赤 星 ジュリア 

ぞくえん 

一座」 とか 「堂々 続演 十七 週間 —— 赤き 苺の 実！」 な 

あざ や たいしょ 

どと 鮮 かな 文字で 大書して あるの が 見えた。 ああ 真 

よ-つき 

に 一 代の 妖姫 ジュリア！ 

大 江山 捜査 課長の 指揮 下に、 整然たる 警戒 網が 張り 

せんりつ まじん 

まわされた。 こう なれば 如何に 戦慄すべき 魔神な りと 



まっか 

真紅な 苺の 実 

いずくに あるので しょう 

いま 

欲しい のです けれど …… 」 

ほうじゅん 

と、 豊潤な 酒の ような 歌声が 響いて くるので あった。 

—— ジュリア は 確かにいた。 同じような 肢体 を もった 

きゅうちょう 

ダンシング . チ ー ムの 中央で 一 緒に 急 調な ステップ 

を 踏んで いた。 

「幕 を 締めさせましょう か。 そして 舞台裏から 一 時に 

力 力 

飛び 掛 るんで すか …… 」 

「うん、 —— 」 と、 雁金 検事 は視き 穴から 目を離さな 



ジュリアの 右側の 方に、 軽い タップダンス を 踊って い 

えんびふく まぎ 

る 燕尾服の 俳優 は、 紛れ もな く 西 一郎だった。 つまり 

覆面 をして いない 青 竜王 は 何事 もなかった ように、 た 

いへん 楽しげに 舞台に 跳ね まわって いるの だった。 雁 

金 検事 は 前から それ をよ く 知ってい たれば こそ、 青 竜 

王の 肩を持った のであった。 

ま.. こ 

だが 青 竜王 は、 傍から 見る ほど 楽しく 踊って いる わ 

けではなかった。 真実 彼の 胸の 中 を 切り開いて みると、 

九つの 苦悩 を 一 つの 意志の 力で もって 辛うじて 支えて 

いるの だった。 彼 は 既に 非常警戒の 網が 敷かれた こと 

も、 舞台の 上から 見て とった。 しかも 舞台で は、 赤 星 



と、 続いて 二階から 頓狂な 声が 響いた。 

ジュリア はいつ の 間に か 力なく 下に 垂れた 顔 を、 ま 

た ハツと あげた。 彼女 は ギリ ギリと 上下の 歯 を 嚙み合 

y 一ち よう ま ね 

わせた。 が —— 右手に 持った 真白な 鴕鳥の 羽毛で 作つ 

おうぎ ふる 

た 大きな 扇が ブル ブルと 顫えながら、 その 悲痛き わ 

まりない 顔 を 隠して しまった。 

「別れの 冬木立 

力た み 

遺品に ちょうだいな 

あなたの 心臓 を 

え え 

あたし は 吸血鬼 …… 」 



まいひめ 

ジュリアの 遺骸 は、 彼女と 仲の よかった 舞姫た ちが、 

何処から ともなく 持つ てく る 白い 百合 や 力 ー ネ イシ ョ 

うず 

ンゃ マガ レットの 花束で、 見る見る うちに 埋もれて 

いった。 

氺氺氺 

一 郎は 臨終の ジュリアから 頼まれた とおりの 謝罪の 

こと を 矢 走 千鳥に 伝える こと を 忘れなかった。 そして、 

これ も ジュリアの 望んで いたよう に、 彼 は 千鳥と 結婚 

えんまん 

をした。 二人の 仲 は 極めて 円満で ある。 

「君 は ( —— と 一郎 は 愛妻の こと を 今 もこう 呼んで い 

た) 青 竜王と 一 郎 とが 同じ 人物だった という こと を、 
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